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小倉東断層の長期評価 
 

１．活断層の位置・形態 

小倉東（こくらひがし）断層は、福岡県北九州市小倉北区から北九州市小倉

南区にかけて分布する、北北東－南南西方向に延びる右横ずれ断層であり、地

表で認められる長さは約 13 kmである可能性がある（図１、図２）。 

 

２．断層面の地下形状 

トレンチ調査で得られた情報に基づくと、小倉東断層の断層面は地表付近で

は高角（70°以上）な西傾斜を示す。重力異常（注１）の分布に基づくと、小

倉東断層の北方延長は山口県下関市武久町付近まで連続する可能性がある（図

１）。地下の断層面の長さは、23 km程度である可能性がある。 

 

３．過去の断層活動 

小倉東断層の平均的な上下方向のずれの速度は 0.03－0.1 m／千年程度もしく

はそれ以下であり、断層の南部において大きめの速度を示す。小倉東断層の最

新活動時期は約４千６百年前以後、約２千４百年前以前であったと推定される。

（表１）。平均活動間隔については、確認された断層活動が最新活動のみである

ため不明である。小倉東断層では、歴史時代に発生した確かな被害地震は知ら

れていない。 

 

４．活動時の地震規模 

地下の断層面の長さに基づくと、この断層全体が１つの区間として活動した

場合、マグニチュード（M）7.1程度の地震が発生する可能性がある（表１）。 

 

５．地震後経過率（注２） 

小倉東断層は平均活動間隔が不明であるため、地震後経過率を求めることは

できない。 
 

６．今後に向けて 

小倉東断層から発生する地震の規模を正確に評価するためには、海域を含め

た北側の延長方向における活断層の存在や、南側の延長方向の地質断層の活動

性を確認するための調査が必要である。また、平均活動間隔など、過去の断層

活動に関する精度の良いデータを取得する必要がある。 
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図１ 小倉東断層の位置とその周辺の地質構造 

：小倉東断層を含む周辺の詳細な評価の対象とする活断層（帯）の端点 

：小倉東断層の地表における北端 

地質図は脇田ほか編（2009）20 万分の１日本シームレス地質図 DVD 版を基に簡略化。活断層の位置

は活断層研究会編（1991）、北九州市（1997）、高津（1996）、地震調査研究推進本部地震調査委員会

長期評価部会活断層評価手法等検討分科会地表形状作業グループの地形判読結果及び地震調査

研究推進本部地震調査委員会長期評価部会活断層分科会による地質構造・重力異常の検討結果に

基づく。 
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表１ 小倉東断層の特性 

項 目 特 性 
信頼度

（注３） 

根 拠 

（注４） 

1. 活断層の位置・形態 

 (1) 構成する断層 小倉東断層  文献１、３、４及

び地震調査研究推

進本部地震調査委

員会長期評価部会

活断層評価手法等

検討分科会地表形

状作業グループの

地形判読結果によ

る。 

(2) 断層帯の位置・形

状 

断層帯の位置 

（北端）            北緯 33°59’ 

 東経 130°54’ 

（地表における北端）北緯 33°53.1’ 

 東経 130°54.3’ 

（南端）            北緯 33°46.5’ 

 東経 130°52.3’ 

断層の長さ          約 13 km 

一般走向            N６°E（全体） 

                    N14°E（地表） 

 

△ 

 

△ 

 

△ 

 

△ 

△ 

△ 

文献２、３及び地

震調査研究推進本

部長期評価部会活

断層評価手法等検

討分科会地表形状

作業グループの地

形判読結果によ

る。数値は図１か

ら計測。 

(3) ずれの向きと種

類 

右横ずれ主体の断層 

西側隆起の逆断層成分を含む 

○ 地形の特徴から推

定。 

２．断層面の地下形状 

 (1) 断層面の傾斜 断層面の傾斜       西傾斜 70°以上 

（地表付近） 

△ 文献２、３の断層

露頭やトレンチ調

査から推定。 

(2) 断層面の幅 上端の深さ         約０km 

 

下端の深さ         約 15 km 

 

断層面の幅         15－16 km 程度 

◎ 

 

○ 

 

△ 

地形の特徴から推

定。 

地震発生層の下

限。 

(3) 断層面の長さ 延長部を含めた地下の断層面の長さ 

23 km 程度 

（地下の震源断層が北方に約 11km 延長した

場合の長さ） 

△ 説明文３．（３）を

参照。 

３．過去の断層活動 

 (1) 平均的なずれの

速度 

0.03－0.1 m／千年程度もしくはそれ以下（上

下成分） 

△ 文献２、３、５に

よる。 

(2) 過去の活動時期 活動１（最新活動） 

約４千６百年前以後、約２千４百年前以前 

○ 文献２、５による。 

(3) １回のずれの量 ２m 程度 △ 文献２～４及び断

層の長さによる。 

(4) 平均活動間隔 不明   

(5) 過去の活動区間 全体で１区間 △  

４．活動時の地震規模 

 (1) 活動時の地震規

模 

マグニチュード 7.1 程度 △ 地下の断層面の長

さから推定。 

５．地震後経過率 

 地震後経過率（注２） 不明   
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注１：重力の実測値とその緯度の標準重力の差。通常、重力の検討する際には、海抜０m から測定点まで

に平均的な岩石が存在すると仮定して、その岩石による引力の影響を取り除く補正を行っている。

このような補正を行った重力異常をブーゲー異常と呼ぶ。地下に高密度の岩石があると、重力値は

標準重力値よりも大きくなり、低密度の岩石がある場合は小さくなる。これらに基づき重力値の測

定から地下構造を推定することができる。 

注２：最新活動（地震発生）時期から評価時点までの経過時間を、平均活動間隔で割った値。最新の地震

発生時期から評価時点までの経過時間が、平均活動間隔に達すると 1.0 となる。ただし、小倉東断

層について地震後経過率は不明である。 

注３：信頼度は、特性欄に記載されたデ－タの相対的な信頼性を表すもので、記号の意味は次のとおり。 

◎：高い、○：中程度、△：低い 

注４：文献については、本文末尾に示す以下の文献。 

文献１：活断層研究会編（1991） 

文献２：北九州市（1997） 

文献３：高津（1996） 

文献４：渡辺（1989） 

文献５：渡辺ほか（2002） 
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図２−１ 小倉東断層の位置（矩形は図２−２－図２−４の範囲を示す） 

：断層の端点 

：小倉東断層の地表における端点 

黒線：地表で認められる活断層 灰色太線：重力異常・地質構造から位置が推定された活断層（伏在

断層） 

基図は国土地理院発行数値地図 200000（地図画像）「福岡」を使用。 
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図２−２ 小倉東断層の地表における詳細位置と主な調査地点（１） 

基図は国土地理院発行数値地図 1/25000「小倉」を使用 

１：上富野地点 ２：下富野地点 

地形断面  Ｃ−Ｄ：大畠断面  Ｆ−Ｇ：足原断面 
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図２−３ 小倉東断層の地表における詳細位置と主な調査地点（２） 

基図は国土地理院発行数値地図 1/25000「小倉」、「苅田」を使用 

３：志井地点 

地形断面  Ｊ−Ｋ：若園断面  Ｌ−Ｍ：石田断面 
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図２−４ 小倉東断層の地表における詳細位置と主な調査地点（３） 

基図は国土地理院発行数値地図 1/25000「苅田」、「徳力」を使用 

３：志井地点 ４：母原地点 

地形断面  Ｐ−Ｑ：母原断面  Ｕ−Ｖ：新動寺断面 
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（説明） 

１．活断層の概要 

小倉東断層は、福岡県北九州市小倉北区から北九州市小倉南区にかけて分布している。

小倉東断層周辺の地質は、主に古生代から中生代の堆積岩類、白亜紀に形成された花崗岩

と第三紀の堆積岩からなる（唐木田ほか編，1992；脇田ほか,2009）（図１）。当地域には、

比較的明瞭なリニアメントがいくつか認められるが、そのほとんどは白亜系の構造を反映

した組織地形である（北九州市，1997）。 

活断層研究会編（1980）は、北九州市小倉南区新道寺付近において河成段丘面に断層変

位を認め、これを新道寺断層と命名した。この断層は、走向が北北東‒南南西で、JR日田彦

山線の石田駅付近から南方の平尾台付近まで連続するとされた。 

九州活構造研究会編（1989）及び渡辺（1989）は、新道寺断層の北方延長部（旧小倉市

東部）において複数の地形面に変位を認め、西側が数 m 程度相対的に隆起していることを

示した。渡辺（1989）は、従来想定されていたよりも活断層の分布がさらに広域に及び、

より典型的かつ明瞭な断層変位地形が旧小倉市東部において分布することから、この活断

層を「小倉東断層」と改称することを提案した。 

千田（1990）は、小倉市街地付近における小倉東断層の詳細位置を２万５千分の１地形

図と旧版（明治 30－31 年測図）の１万分の１地形図で表現した。 

高津（1996）は、小倉東断層周辺の詳細な現地調査を行い、断層露頭の確認と地形面の

編年を試みた。これによると、小倉東断層によって変位している段丘面はほとんど阿蘇４

火山灰（Aso-4）（約８万５千－９万年前；注５）に覆われており、上下変位量からみて小

倉東断層の活動度を C 級と判断している。 

小倉東断層沿いの地質構造は、活断層から推定されるずれの向きとは逆センスの左横ず

れを伴う東側隆起のずれを示しており、応力場の変化を反映した運動方向の反転が推定さ

れている（例えば,下山，2007など）。 

 

２．活断層の位置及び形態 

（１） 構成する活断層 

本断層は、地形・地質情報から活断層として認定されている小倉東断層（活断層研究会

編，1991）から構成される。また、後述するように、その北方に重力異常の急変帯の分布

などから地下に伏在する延長部の存在が推定される。 

（２） 断層の位置・形状 

地形・地質情報から地表で活断層として認定される小倉東断層は、北九州市小倉北区か

ら同市小倉南区に至る区間に認められ（北九州市，1997）、その北端と南端は図１及び図２

－１に示した位置である可能性がある。その場合、一般走向は N14°E で、長さは約 13 km

である可能性がある（図１，図２−１－図２−４）。小倉東断層に沿っては、断層変位地形の

連続性が良く、上記区間のほぼ全域にわたって西側が相対的に隆起する断層崖が認められ

る。 

地表で認められる活断層の北端は、段丘面上に逆向きの低崖が認められる北九州市小倉

北区上富野（かみとみの）付近とした（図２−２）。ただし、この地点から海岸までの約１

km の区間では沖積低地が広がり、断層は確認できないが、海域へ断層が続いている可能性

がある。なお、小倉東断層が関門海峡に延長する可能性もあることから、北九州市（1997）

はその可能性を検討するため北九州市小倉北区および門司（もじ）区の関門海峡に面する

約６km の海域で音波探査を実施しているが、表層の粗粒堆積物（細礫から粗粒砂に相当）

による音響散乱や著しい人工改変のため、同海峡において断層は確認されていない。 

上富野付近から北九州市小倉南区若園付近にかけての区間では、西へ傾き下がる扇状地

性の段丘面上に、西側隆起のほぼ直線的な逆向きの低断層崖が認められる（図２−２，図２

−３，図４−１，図５a）。この区間における低断層崖の比高は 50 cm－約３m である。また、

若園付近から小倉南区志井付近までの区間では、中位段丘面に比高４－10 m 程度の西側隆
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起の断層崖が認められる（図２−３，図４−２）。志井付近からさらに南では、比高は大きい

ものの崖地形は不明瞭になり、断層は逆傾斜する地形面の撓みとして認められる（図２−４、

図４−３、図５d）。小倉南区新道寺付近で西側隆起の断層変位地形の連続性が途切れ、新道

寺から沖積低地を挟んで約１km 南方の小倉南区木下付近に西側隆起の逆向きの崖地形が右

ステップして出現する。これ以南には断層崖は認められない。したがって、木下付近が小

倉東断層の南端の可能性がある（図２−４）。 

（３） 断層のずれの向き（注６） 

小倉南区上石田周辺では、断層を横切る複数の谷が系統的に右屈曲していることから、

小倉東断層は右横ずれを主とする断層活動が生じていると推定される（図２−２）。 
また、上述のように断層変位地形は西上がりの断層変位を示し、露頭調査やトレンチ調

査で確認されている断層面は高角な西傾斜を示す（３．（１））ことから、小倉東断層は西

側隆起の逆断層成分を伴うと推定される。 
 

３．断層面の地下形状 

（１） 断層面の傾斜 

小倉東断層の地下深部の形状に関する資料は得られていない。露頭やトレンチ調査等で

認められる地表付近の断層面は、高角（70°以上）の西傾斜を示している（高津，1996；

北九州市，1997）。 

（２） 断層面の幅 

小倉東断層は、断層変位が地表で認められることから、断層面の上端は地表に達してい

ると判断される。断層面の下端の深さについては、この付近における地震発生層の下端の

深さと同じとすると、約 15 km である。これらの情報と断層面の傾斜が地下深部において

も地表付近と同じと仮定すると、本断層の断層面の幅は 15－16 km 程度である可能性があ

る。 

（３） 断層面の長さ 

地表で認められる小倉東断層の北方延長については、以下のような重力異常の分布パタ

ーンから推定される。小倉東断層の西側では、その南方（北九州市八幡東区付近）に高重

力異常のピーク、北方の海上に低重力異常のピークがあるのに対し、東側ではその南方（小

倉南区付近）に低重力異常のピーク、北方（門司区付近）に高重力異常のピークが認めら

れる（図３）。こうしたパターンは、大久保（2003）が北伊豆断層周辺で指摘した特徴的な

重力異常パターンと類似しており、横ずれ断層として活動していたことがある断層が、重

力異常が示す部分に存在していると推定される。また、小倉東断層の北方延長では、地表

で認められる活断層の北端のやや南側付近から、重力異常値の急変が見られる（図３、九

州地域の活断層の長期評価本文の図５、図６）。また中江ほか（1998）は、北九州市小倉北

区から山口県下関市彦島の北の沖合にかけて、伏在断層（小倉断層の海域延長部）を示し

ている。明瞭な重力異常の急変帯が、この伏在断層に沿うように山口県下関市彦島から六

連島（むつれじま）の東の響灘まで認められることから、地下深部における小倉東断層は、

陸上での北端から約 11 km 北の六連島東方の響灘付近まで延長される可能性がある。 

小倉東断層の地表で認められる活断層の南方延長に関しては、小倉東断層の南方延長の

金辺（きべ）峠付近に断層の一般走向とほぼ一致する南北方向に谷地形が存在する（図２−

１）。高津（1996）は、南端の新道寺地区における古期段丘面の変位量が６m（図４−３）と

大きいことから、さらに南方にも断層が伏在している可能性が高いとして、地下の断層面

は地表トレースの南端から数 km 以上は連続すると考えている。また、北九州市（1997）は、

活断層として確実な部分の両端部を推定部分とし、断層の長さを 17 km としている。金辺

峠付近には北北東－南南西走向の地質断層（小倉－田川断層：例えば、酒井・渡辺，1986

など）が存在する（図１）。この地質断層は、田川郡香春町（かわらまち）付近以南に再び

現れ、同郡添田町付近まで連続する。変位地形から認められる小倉東断層の南端から、南

方延長にみられる地質断層の南端（添田町付近）までの距離は約７km である。このうちの
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約６km にわたっては沖積層が分布するため、地質断層の存在が不明な区間が存在するもの

の、地質断層が連続している可能性がある。しかし、小倉－田川断層の活動性が不明であ

ることに加え、断層北部延長部で認められたような重力異常の急変帯が認められないこと

から、今回の評価においては地表で認められる小倉東断層の南端よりも南方には断層が延

長しないものとした。 

以上のことから、断層面の長さは地表で認められる断層に北方延長部分を加えた 23 km

程度である可能性がある。 

 

４．過去の断層活動 

（１） 活動度（平均変位速度） 

小倉北区の上富野周辺（図２−２の地点１，２）では、扇状地面（L 面）に比高 50 cm－

２mの西側隆起の低断層崖が認められる。扇状地面は本来、西へ傾斜しているが、断層線付

近でほぼ水平になっている。これは、西に傾斜する断層が西側を相対的に隆起させる活動

によって生じた地表付近の撓曲変形と推定される。北九州市（1997）の地形断面測量結果

に基づくと、撓みを含めた上下変位量は２m となる（図５a）。L面の形成年代を最終氷期最

盛期（約２万５千年前）とすると、平均変位速度の上下成分は約 0.08 m／千年と算出され

る。 

大畠と足原（図２−２の C−D 断面及び E−F断面付近）においては、米軍撮影の空中写真の

判読によると、断層線付近で西に傾斜する L 面に西上がりの低断層崖が認められる。断層

を横切る測線長数百ｍの地形断面図によると、L 面の上下変位量は 3.2－3.4 m となる（図

５b及び c）。L 面の形成年代を最終氷期最盛期（約２万５千年前）とすると、平均変位速度

（上下成分）の値は約 0.13－0.14 m／千年と算出される。なお、高津（1996）はボーリン

グ資料から古期礫層の高度を検討し、その上下変位量が数－10 m 程度であることを示して

いる。 

北九州市（1997）と渡辺ほか（2002）は、H 面は阿蘇４火山灰（Aso-4：注５）に覆われ

る古期の段丘面であり、同面を構成する段丘礫のうち、とくに上部の礫は MIS（海洋酸素同

位体ステージ）5e の時期に風化を受け、赤色を呈するクサリ礫となっていることから、H

面の形成時期は MIS6（約 14－15 万年前）以前であると推定できる、としている。渡辺ほか

（2002）は、断層崖を挟んで分布する H 面と L 面の高度差が最低でも５m はあるとし、また、

２千５百分の１地形図の読図から、小倉南区母原（もはら）の H 面の高度差（概算）が約

10 m となることを求めている。以上のことから、H 面の上下変位量は５－10 m 程度である

と考えられ、H 面形成以降の小倉東断層帯の上下方向の平均変位速度は 0.03－0.07 m／千

年程度もしくはそれ以下と算出される。 

小倉東断層の平均変位速度の横ずれ成分に関する情報は得られていない。ただし、北九

州市（1997）と渡辺ほか（2002）は、トレンチ壁面で認められた断層条線の観察から、上

下変位を上回る右ずれ変位があることが強く示唆される、としている。 

 

以上のことから、小倉東断層の上下方向の平均変位速度は 0.03－0.1m／千年程度もしく

はそれ以下である可能性がある。ただし、小倉東断層は右横ずれを主体とする活断層であ

るため、実際の平均変位速度はこの値よりも大きくなる可能性がある。 

 

（２） 過去の活動履歴 

a）地形・地質学的に認められた活動 

上富野地点： 

西方へ傾斜する扇状地面上に西側が相対的に隆起することにより逆向き低崖が形成され

ている小倉北区上富野（図２−２の地点１、図５a）において、北九州市（1997）と渡辺ほ

か（2002）がトレンチ調査を実施している（図６）。トレンチ南壁面には、IV層中に西傾斜

の断層 F1 が認められる。IV層は、地形面の変形と調和的な西上がりの撓曲変形を受けてい
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ると考えられるが、本層は阿蘇４火山灰（Aso-4）の降下以前に堆積した風化礫層と考えら

れることから、約９万年前以後に断層活動があったことを示している。また、上位の IIc

層も変形を受けている可能性があり、IIc層堆積後、IIb 層堆積前に断層活動があった可能

性がある。この場合、暦年較正した 14C 年代値（注７）に基づくと、その活動時期は約２千

２百年前以後、約９百年前（12 世紀）以前となる。しかし、IIc 層は、南壁面では低下側

のみに分布しており、断層活動後に堆積した可能性もある。また、このトレンチでは断層

が確認されたのは南壁面のみで、しかも粗粒な礫層中の構造であるため、断層の活動時期

を限定することは困難であると考えられることから、ここでの調査結果は参考資料とし、

活動履歴の評価に採用しない。 

志井地点： 

小倉南区志井（図２−３、図２−４の地点３）において北九州市（1997）と渡辺ほか（2002）

は断層が通過すると考えられる沖積段丘面上でトレンチ調査を実施している。北九州市

（1997）と渡辺ほか（2002）は、IVa 層堆積後、III 層堆積前および IVb 層堆積後、IVa 層

堆積前に活動があった可能性が高いとした。各地層中に含まれる試料の 14C年代値に基づく

と、それぞれの活動時期は約５千３百年前以後、約１千４百年前（６世紀）以前および約

３万３千年前以後、約５千１百年前以前と推定される（図７）。このことから、最新活動時

期は約５千３百年前以後、６世紀以前となる。なお、１回前の活動時期については、IVa層

と IVb 層の境界は不明瞭であり、連続して堆積している考えられることから、ここでは参

考情報とする。 

母原地点： 

北九州市（1997）と渡辺ほか（2002）は小倉南区母原（図２−４の地点４）においてトレ

ンチ調査を実施した結果、IIIb 層堆積後、IIIa 層堆積前に最新活動があったとした。各地

層中から採取された試料の 14C 年代値に基づくと、その時期は約４千６百年前以後、約２千

４百年前以前と推定される（図８）。また、北九州市（1997）と渡辺ほか（2002）は、IIIb

層と IV 層における礫層の変形程度の差から、IV 層堆積後、IIIb 層堆積前に一回前の活動

があったと報告している。その活動時期は約１万３千年前以後、約１万１千年前以前とさ

れているが、イベントの認定根拠の信頼度が低く、礫層の変形構造は 1 回の活動でも説明

可能であり、ここでは評価に採用しない。 

 

志井地点及び母原地点において確認された確実な地震活動について、暦年較正した 14C年

代値（注７）に基づくと、小倉東断層の最新活動の時期は約４千６百年前以後、約２千４

百年前以前となる。 

 

b）先史時代・歴史時代の活動 

本断層の活動を直接示すような被害地震は知られていない。 

 

以上のことから、小倉東断層における最新活動時期は、約４千６百年前以後、約２千４

百年前以前であったと推定される。 

 

（３） 過去の活動における１回の変位量（１回のずれ量）（注６） 

渡辺（1989）、高津（1996）、北九州市（1997）は、扇状地面上に形成された西側隆起の

断層崖の比高が 50 cm－３mであることを示している。ただし、これらの低崖が１回の断層

活動で形成されたものか、複数の断層活動の累積で形成されたものかは不明である。 

一方、小倉東断層の地下の断層面の長さが23 km程度であることから、松田ほか（1980）

による１回の地震で活動する断層の長さL (km)とその際に生じる（最大の）ずれの量D (m)

に関する経験式（D = 10-1L）に基づくと、最大変位量は2.3 m程度と求められる。 

以上のことから、小倉東断層における１回のずれの量は２m程度であった可能性がある。 
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（４） 平均活動間隔 

小倉東断層の過去の断層活動のうち、これまでに得られている情報は最新活動のみであ

る。そのため、平均活動間隔は不明である。 
 
（５） 過去の活動の範囲 

小倉東断層の過去の活動範囲に関する情報は得られていない。 
 

５．活動時の地震規模 

小倉東断層で過去に発生した地震の規模に関する情報は得られていない。 

渡辺（1989）、高津（1996）、北九州市（1997）に示されている比高 50 cm－３mの西側隆

起の断層崖が１回の地震活動で形成されたものとすれば、松田（1975）による１回の地震

で生じる断層の変位量 D (m)とその地震のマグニチュード M の経験式（logD = 0.6M−4.0）

から算出される地震規模は M6.2－7.5程度である。ただし、前述のように、比高 50 cm－３

m の低崖の形成が１回の断層活動によるものか、複数の断層活動の累積によるものか不明で

あることから、ここでは参考扱いとする。 

一方、重力異常の分布から推定された北方延長を含めた小倉東断層の長さ 23 km 程度に

基づくと、松田（1975）の１回の地震で活動する断層の長さ L (km)とその地震のマグニチ

ュード M の経験式（logL = 0.6M-2.9）を用いて算出される地震規模は M7.1程度である。 

以上のことから、小倉東断層では M7.1程度の地震が発生する可能性がある。 

 

６．地震後経過率 

小倉東断層では、平均活動間隔が不明であるため、地震後経過率を求めることはできな

い。 
 

７．今後に向けて 

小倉東断層の北方延長部については、中江ほか（1998）によると、北九州市小倉北区か

ら複数の伏在する地質断層が分岐しており、また、企救（きく）半島にも地質断層が分布

していることから、その方向に延長する可能性もある。また、南方延長についても地質断

層の存在が知られている。したがって、小倉東断層で発生する地震の規模を正確に評価す

るためには、海域を含めた北側の延長方向における活断層の存在や、南側の延長方向の地

質断層の活動性を確認するための調査が必要である。また、平均活動間隔など、過去の地

震活動に関する精度の良いデータを取得することが必要である。 
 
 
注５：阿蘇４火山灰（Aso-4）降下年代値については、町田・新井（2003）に従い、約８万５千－９万年前

とした。 

注６：「変位」を、１頁の本文及び３頁の表１では、一般的にわかりやすいように「ずれ」という言葉で表

現している。ここでは、専門用語である「変位」が表１の「ずれ」に対応するものであることを示

すため、両者を併記した。以下、文章の中では基本的に「変位」を用いる。なお、活断層の専門用

語では、「変位」は切断を伴う「ずれの成分」と、切断を伴わない「撓みの成分」よりなる。 

注７：20,000 年 BP よりも新しい放射性炭素同位体年代（14C 年代）については、較正曲線として IntCal09

（Reimer et al.，2009）を用いた OxCal 4.1（Bronk Ramsey，1995，2001）により暦年較正し、原

則として１σの範囲の数値で示した。このうち、2,000 年前よりも新しい年代値は世紀単位で、2,000

年前より古く 10,000 年前よりも新しい年代値については四捨五入して百年単位で、10,000 年前よ

りも古い年代値は四捨五入して千年単位で示した。20,000 年 BP よりも古い年代値については、

Kitagawa and van der Plicht (1998)に基づいて暦年較正を行った。 
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図３ 小倉東断層の位置とその周辺のブーゲー異常陰影図 

ブーゲー異常陰影図は山本・志知編（2004）に基づく。補正密度は 2.67 g/cm3、等値線間隔は 1.0 

mgal。 
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図４−１ 小倉東断層による地形面の変形（高津，1996） 

断面の位置は図２−２に示す。 

 
図４−２ 小倉東断層による地形面の変形（高津，1996） 

断面の位置は図２−３に示す。 
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図４−３ 小倉東断層による地形面の変形（高津，1996） 

断面の位置は図２−４に示す。 
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図５ 小倉東断層による地形面の変形（北九州市，1997） 
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図６ 上富野地区トレンチ壁面スケッチ（北九州市，1997） 
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図７ 志井地区トレンチ壁面スケッチ（北九州市，1997） 
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図８ 母原地区トレンチ壁面スケッチ（北九州市，1997） 


